
































































































































































































小学校 22,720 22,691 99.9％ 15,818 69.6％
中学校 10,254 10,244 99.9％ 7,031 68.6％
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田中洋一小学校公式ウェブに関する研究
れば更新できる仕組みであり、今後小学校のウェ
ブ制作においては必要条件になると考える。
フレームを使用したウェブに関しては、本調査
からも基本的に除外したが、アクセシビリテイ
の面でもＳＥＯ（検索エンジン最適化）の面でも
不利であり、大手企業では使用しなくなった。学
校公式ウェブでは現在でも使用されるケースが多
く、撤廃すべきである。
今後、福井県内小学校公式ウェブの制作・運用
状況の調査及びチェックツール以外の人的アクセ
シビリテイ評価を行うとともに、県内小学校への
アクセシビリテイに関する教育支援、アクセシビ
リテイを自動的に満たすCMSやウェブサービス
の研究開発を行う予定である。
敦賀市立小学校チェック結果
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図６敦賀市内小学校違反件数の度数分布
学校を福井県内と別に評価した。閲覧方法の選択
が増加するため、導入する方が良いのは明白であ
るが、個々のウェブのデザインや文章表現の方が
より重要である。敦賀市立小学校においては、違
反件数が１００件を超える学校もあり、各学校のサ
イトデザインを考え直す必要がある。
地元福井県内小学校公式ウェブを調査すると同
時に、魅力あるウェブとして選抜されたJ-KIDS
大賞都道府県等代表校との比較を行った。チェッ
ク結果の数値だけを比較すると、福井県内小学校
の方が優れているように考えられるが、そうとも
言えない。情報が少ないトップベージの方が、違
反する箇所が少ないのは明白である。今後、情報
量との相対的な定量比較が可能な評価方法を考
える必要がある。卜KIDS大賞代表校の選抜にお
いては、専門家ではなく、通常の閲覧者を想定
したボランティアが行っている点、評価基準とし
ては情報量の多さ、更新頻度等が重視され、アク
セシビリテイが前提条件とはなっていない点が、
J-KIDS大賞実行委員会と筆者の優先度の相違点
である｡実際にウェブ自体を閲覧して比較すると、
福井県内小学校公式ウェブにおいては、情報量・
更新頻度･魅力のある情報の少なさが顕著である。
ページ数．情報量が少ない現在のうちに、アクセ
シビリテイを考慮したウェブを設定し、その後
CＭＳ（コンテンツ管理システム）を導入し、情
報を増やしていくことで、逆に県全体のレベルが
向上するであろう。ＣＭＳは、文章のみ入力でき
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